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大学における新型コロナウィルス感染拡大防止のための健康調査

入力簡易化システムの開発の試み 
 

山之上 卓 1 成瀬 悠朔 1 尾関 孝史 1 

 

概要：福山大学では新型コロナウィルス感染拡大防止のための健康調査が毎日行われているが、その入力のために多
くの学生教職員が煩わしさを感じており、その煩わしさは健康調査入力率の低下にもつながっている。この煩わしさ
を低下させるため、入力の手間の大部分を省略するためのシステムを開発している。このシステムの試作について述

べる。 
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Experimental Development of an Easy Input System in the Health 

Survey for Preventing COVID-19 Infection in a University 
 

Takashi Yamanoue†1 Yusaku Naruse†1 Takashi Ozeki†1  

 

Abstract: Every Students, faculty members and officers of Fukuyama university is asked to answer questions of health survey 

every day, for mitigating spreading of COVID-19 infection. However, many students and staff were feeling annoying. In order to 

mitigate this feeling of annoying, we are developing an easy input system in the health survey. This paper discusses the experimental 

development of the input system. 

 

Keywords: Intrusion detection, Mining malware, botnet 

 
 

1. はじめに   

福山大学では新型コロナウィルス感染拡大防止のため

の健康調査が毎日行われている。この調査と、対面授業の

３密回避と座席指定、スクールバスの３密回避、建物入口

のアルコール消毒剤の設置、パソコン室等への消毒ティッ

シュの設置、高濃度二酸化炭素検知・警告装置設置などの

対策と組み合わせることにより、学内での感染拡大防止に

成功している。 

しかしながら、調査が長期化するに従い、毎日の健康調

査の入力については多くの学生教職員が煩わしさを感じて

おり、その煩わしさは健康調査入力率の低下にもつながっ

ている。健康調査入力率の低下は、感染拡大につながる可

能性がある。 

この煩わしさを低下させるため、入力の手間の大部分を

省略するためのシステムを開発している。このシステムの

試作を行ったことについて述べる。 

2. 健康調査システム 

新型コロナウィルス感染拡大は 2020 年以降の大学の活

動に大きな影響を与えた。2020 年の春、多くの大学は立ち

入り禁止となり、対面授業の代わりにオンライン授業が実

施された。その後、いくつかの大学では対面授業が始まっ
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た。 

我々の大学は 2020 年５月まで授業開始を遅らせて、そ

の後、オンライン授業を開始することになった。 

新型コロナウィルスは、他との接触を絶った後、２週間、

その兆候が表れていない場合、感染している可能性が低い

ことが知られている。我々の大学の危機対策本部は 2020 年

4 月 8 日に、対面授業を安全に実施し、感染拡大を緩和す

るため、健康調査を実施することを発表した。全ての学生

教職員に対して、毎日、健康調査ページの各項目に記入し、

新型コロナウィルスに感染した兆候があった場合、または、

２週間の間に健康調査に未記入があった場合には、大学に

来ないよう、要請することになった。この調査では、体温、

その他の健康状況、訪問先、住所、関連するコメントも調

査している。 

この調査は、データを入力し、解析する労力を削減する

ため、Microsoft Office 365 を使って行われている[1]。 

この調査によって、潜在的な新型コロナウィルスの感染

を知り、早い時期に対応を取ることが可能になる。一人の

学生が新型コロナウィルスに感染した場合、周りに感染者

がいないか、調べることになるが、この調査と、座席指定

の情報等を使って、他の学生・教職員の、潜在的な感染者

の範囲を狭めることができる。 
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図 1 健康調査システムの構成とデータの流れ 

 

 

 

 

図 2 健康調査票（Health Survey Form）の一部 

 

この調査を含め、福山大学で実施された新型コロナウィ

ルス感染対策は「福山市新型コロナウイルス感染症対策ガ

イドライン」に基づく認定証を受けた[2]。 

図 1 に、健康調査システムの構成とデータの流れを示す。

図 2 に学生・教職員が毎日健康調査の入力を行う健康調査

票を示す。この調査票は Microsoft Office 365 の Forms を

使って作成された Web ページである。2020 年度の入力項

目は以下のとおりである。2021 年度になって、一部変更さ

れている。 

- 学生番号または教職員 ID 

- 名前 

- 体温 

- 健康状態（選択-複数可） 

- 報告日 

- 外出時間 

- 外出した時の場所（選択-複数可） 

- 外出した場所が居住地や大学と異なる場合の場所 

- 三密環境に１時間以上いた場合の有無 

- その場合の場所 

- 居住地（選択） 

- 居住地の具体的な場所（登録住居以外の場合） 

- なにか不安な点がある場合のコメント 

 

調査票の項目の多くは選択式であり、スマホでも入力
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可能であるが、それでも、入力にはそれなりの時間が必要

であり、入力項目の多くは、健康でいつもの生活と変化が

なくても、いつも同じ入力を行うことになる。このため、

学生・教職員が入力に煩わしさを感じる場合があり、全学

生・教職員が毎日入力を実施できていない。体温計を持っ

ていない場合も考慮して、体温は空白でも良い、となって

おり、また、入力を忘れていた場合、過去の入力も可能と

しているが、それでも、学生・教職員全員が毎日入力を行

うまでに至っていない。 

3. 健康調査入力簡易化システムその１ 

対面授業の受講者は、健康調査を過去２週間にわたって

実施していることが求められているが、どうしても入力忘

れが発生する。大学に来ている場合は自分自身が健康であ

ると思っているはずであり、その場合の健康調査の入力項

目の多くは、いつも同じになる。 

新型コロナウィルスは複数の人が共に触る物を通じて

感染する可能性があるので、共通の機器で入力する場合、

非接触で入力できると良い。 

これらを踏まえ、対面授業直前でも、受講者がすぐに健

康調査入力を非接触で行うことができるよう、健康調査入

力簡易化システムを試作した。図 3 に健康調査入力簡易化

システムの外観を示す。 

 

図 3. 健康調査入力簡易化システムの外観 

 

 

図 4. QR コードの例 

(fukuyama-u;id=F0000; name=福山 太郎) 

 

 

図 5 推定体温の入力画面 

 

このシステムは、体温をサーモグラフセンサで計測し、

学生番号・教職員 ID、氏名を、QR コードを使って、非接

触で入力し、健康調査システムの健康調査票に、他の、大

学に来ていれば共通になることが自明な項目と一緒に、自

動的に入力するものである。図 4に QRコードの例を示す。 

このシステムを利用するときは、 

1. 顔を図 3 の①のサーモグラフィセンサに近づけて

体温の推定値を測定 

2. 事前にスマートフォンなどに取り込んだ、fukuyama-

u;id=<学籍番号または教職員 ID>;name=<名前> を

コード化した QR コードを図４の②のカメラに近づ

けてコードを読み取る。 

を利用者が行う。２を実施した後、健康調査票を入力す

るための Web ブラウザが表示されて、自動的に入力が行

われる。 

3.1 システムのハードウェアとソフトウェア 

このシステムのハードウェアは、 

- Raspberry Pi 3 又は Raspberry Pi 4 

- AMG8833 搭載 I2C サーモグラフセンサ  

- Raspberry Pi カメラ 

を組み合わせて作成した。 

 このシステムのソフトウェアは、Python 3 の上で、 

- 体温入力クラス AMG8833 

- QR コード入力クラス QR_Reader 

- 健康調査票自動入力クラス Browser_Controller 

- 全体の制御部 

の４つの部分でできている。 

 

3.2 体温入力クラス AMG8833 

 図 6 に、体温入力クラス AMG8833 の定義を示す。この

クラスは、@tm_nagoya 氏の Qiita のページ[3][4]を参考にし

て、Adafruit 社から提供されている CircuitPython パッケー

ジと、matplotlib パッケージを使用して、作成した。 
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図 6. 体温入力クラス AMG8833 

 

図 7. QR コード入力クラス QR_Reader 

 

 

図 8. 健康調査票自動入力クラス Browser_Controller と全

体の制御部 

 

サーモグラフィは非接触で物体の表面温度を計測する

ことができるが、できるだけセンサから顔までの距離が一

定となるところで顔の温度を計測した方が良い。そこで、

サーモグラフで得られた８x８の温度分布において、顔の温

度を計測している場合はその部分は 27 度 C 以上あるであ

ろう、と推測し、顔の部分が 8x8 のうちの 30 画素より多

く、45 画素より少ない場合の、最大の温度を計測すること

により、センサから顔までの距離がだいたい同じ場合の温

度を計測している。また、実験により、その最大温度に 5.5

を加えた値が体温に近いであろうと推測して、その値を体

温の推定値として採用している。 

 

3.3 QR コード入力クラス QR_Reader 

 図 7 に、クラス QR_Reader の定義の大部分を示す。こ

のクラスは、@PoodleMaster 氏の Qiita のページ[5]を参考に

して、OpenCV モジュール、pyzbar モジュールを使用して、

作成した。 

 図 7 の行番号 111 の if 文において、QR コードの解析結

果が、”fukuyama-u;id=”で始まるものだけについて、行番号

112 から 125 までの処理を行っている。この範囲内で、学

籍番号または教職員番号と、氏名を取り出している。 

 

3.4 健康調査票自動入力クラス Browser_Controller と全

体の制御部 

 図 8 に、健康調査票自動入力クラス Browser_Controller
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と全体の制御部のコードを示す。 

 健康調査票の入力は Web ページで行われるため、その自

動入力には、Python の Selenium を使っている。Qiita の

@Brutus 氏のページ[6]や「分かりやすい技術ブログ」の

「Raspberry pi で selenium がやっと動かせた」のページ[7]

等を参考にして作成した。 

 

3.5 健康調査入力簡易化システムその１の問題点 

 大学に来た学生に、健康調査入力簡易化システムその１

を使って実際に入力をしてもらったところ、体温が高い自

覚がない学生の推定体温が異様に高い場合が頻発した。こ

のとき、別の非接触体温計で計測した場合に平温であるこ

とを確認できた。同じ学生でも、センサに顔を近づける方

法によって、推定値が異なる場合があった。このため、学

生から、自覚がないのに高い体温の推定値が得られた場合、

入力のやり直しができるようにして欲しい、との要望が得

られた。 

 

4. 健康調査入力簡易化システムその２ 

 健康調査入力簡易化システムその１の問題点を解消し、

学生の要望に応えるため、体温の推定値を計測したとき、

その値がおかしかった時に、計測しなおしたり、何度計測

してもおかしい時は、空白を入力したりできるようにする

ため、健康調査入力簡易化システムその１を拡張して、健

康調査入力簡易化システムその２を試作した。 

 計測した体温を表示して、利用者に見せることは容易で

あるが、その後、その値によって、利用者が、そのまま継

続するか、再入力するか、空白を入力するか判断し、シス

テムに入力する必要がある。光センサや超音波距離センサ

を使って、非接触でこの入力を行うことも考えられるが、

フットペダルを使うことにより、完全な非接触ではないが、

感染防止としては問題なく簡単に入力を行うことができる。 

そこで、この入力の部分を、フットペダルを利用するこ

とにより、健康調査入力簡易化システムその２を試作した。

利用したフットペダルは Raspberry Pi と USB ケーブルで接

続され、Raspberry Pi から見ると、キーボードとして認識さ

れるので、ソフトウェアは健康調査入力簡易化システムそ

の１を少し変更するだけで実現することができた。 

図 9 に、健康調査入力簡易化システムその２の外観を、

図 10 に, この入力システムを利用している様子を示す。図 

11 に、システムが推定体温を表示し、利用者にフットペダ

ルでの入力を促しているとことを示す。 

図 12 にフットペダルを使うために変更した全体の制御

部を示す。３つのフットペダルの左から、”a”, “b”, “c”の文

字が割り当てられている。Raspberry Pi でフットペダルを

踏んだ時に１文字だけ入力するために、readchar モジュー

ルを利用している。 

 

図 9.  健康調査入力簡易化システムその２の外観 

 

 

図 10 健康調査入力簡易化システムその２を利用している

ときの様子. 
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図 11. 推定体温計測後のフットペダル入力を促す表示 

 

 

図 12. フットペダルを使うために変更した全体の制御部 

 

2021 年度より、健康調査票のページに少し変更が施され

た。健康調査入力簡易化システムその２は、これに対応す

るための修正も加えられている。 

 

5. 関連研究 

5.1 赤外線サーモグラフィによるパンデミック対策事例 

 太田は、赤外線サーモグラフィで計測した人間の体表温

度が、環境温度によって左右され一様では無く課題も多く

あることに対して、発熱者を精度良く検知するための製品

動向と利用技術の向上を目指した取り組みを紹介している

[8]。本システムは、現時点で太田が紹介したこれらの know 

how を利用していない。本システムの推定体温の精度向上

のためには、このような know how を利用する必要がある。 

 

5.2 ウェアラブルセンサを用いた深部体温推定 

濱谷らは人体の熱産生,熱移動を定式化した生体温熱モ

デルを用いて網羅的なシミュレーションを行うことで深部

体温と対応するセンサ値組を算出し、深部体温の確率密度

分布を事前に生成し,生成した分布のうち,実際に観測した

センサ値組に最も近い場合に対応する深部体温の確率密度

分布に基づき,現在の深部体温を推定する方法を示してい

る[9]。 

また、提案手法の実現可能性を検討するため実データを

収集し,センサ値組と深部体温の関係を確認したところ,深

部体温と心拍数の値に相関 (R = 0.68) が見られ,さらに複

数のセンサ情報を組み合わせることで,よりばらつきの少

ない深部体温の分布を得られることを確認している。 

ウェアラブルセンサを用いた体温測定は, 濱谷らの方法

などを使って, 個々の体温を高い精度で, 長期にわたって

確実に計測することを可能にする。しかしながら、被測定

者個々にウェアラブルセンサを装着する必要があり, 大学

全体や大学の学科全体でこれを実施する場合は、被計測者

の心理的な負担が発生し、また、費用も高くなる。 

本システムは、精度におおきな問題があるが、被計測者

全員にセンサを装着する必要がなく、心理的負担が少ない。

また、費用も少なく済む。 

 

6. おわりに 

Raspberry Pi とサーモグラフセンサとカメラとフットペ

ダルを組み合わせて、実質的に非接触で操作できる、健康

調査入力簡易化システムを試作したことについて報告した。

現在、計測した推定体温の精度が悪いなどの問題がある。

また、精神的負担間の問題もあるが、利用者の賛同が得ら

れれば、ウェアラブルセンサと IoT 技術を用いて、本人は

なにもしなくても自動的に入力が行われるようなシステム

も検討したい。このとき、IoT 技術については、すでに

[10][11][12]のような研究を行っているので、これを利用し

たい。 
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